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１．事業概要
（１）事業目的

一般国道２３号中勢道路は、三重県鈴鹿市北玉垣町から三重県松阪市小津町に至る延長３３．８ｋｍのバイパスであり、一般

国道２３号現道の交通渋滞の緩和、災害に強い道路機能の確保、地域産業の支援を目的に計画された道路です。

並行する一般国道２３号現道には主要渋滞箇所（２区間・９箇所）が存在するほか、巨大地震による津波浸水が予測されるな

ど、多くの課題が存在します。本事業は、課題解決のため、バイパスを整備することで、現道の渋滞緩和、リダンダンシーの確保

等の効果を見込んでいます。

すずか きたたまがきちょうちゅうせい まつさか おづちょう

中 勢 道 路 の 全 体 位 置 図

－ １ －

※1 出典：三重県HP「津波浸水予測図」
（平成２５年度地震被害想定調査）
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単位：ｍ

（２）計画概要

－ ２ －

中勢道路は昭和５８年度に４車線で計画された道路。昭和５９年度に事業化され、平成３０年度までに全線の約９２％にあたる

３１ｋｍが暫定２車線により開通しています。

１．事業概要
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未開通
延長2.8km

H15
開通
1.1km

H6
開通
0.7km

H24
開通
0.9km

H17
開通
1.0km

H5
開通
1.3km

事業名 一般国道２３号 中勢道路

道路規格 第３種第１級

設計速度 ８０ｋｍ／ｈ

車線数 完成４車線

都市計画決定 昭和５８年度

計画交通量 ４５，０００台／日

事業化
昭和５９年度～平成１９年度

（順次事業化）

用地着手年度 昭和６１年度

工事着手年度 昭和６３年度

前回の再評価
平成２９年度

（指摘事項なし：継続)

全体事業費
１，９５５億円

（２５億円増額）

B/C ２．４（前回評価時：２．５）

標 準 断 面 図
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開通
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開通
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H24
開通
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開通
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開通
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H26
開通
1.8km

中勢道路

高速道路

一般国道

その他の道路

暫定開通 未開通

H31
開通
2.9km

北勢BP39,200台/日

48,600台/日

亀山西JCT

20,800台/日

31.0km 暫定2車線開通 2.8km未整備

E23

E23



２．事業の進捗及び見込みの視点

事業の進捗の見込み状況

 中勢道路は混雑の著しい区間から順次整備を進め、平成３０年度までに延長３１．０ｋｍが開通しました。

 残る鈴鹿市北玉垣町から同市野町間（延長２．８ｋｍ）について、早期開通に向けて工事を推進します。

－ ３ －

鈴鹿市北玉垣町～同市野町

延長2.8ｋｍ

区
間

中勢道路

備
考

【用地取得率】
９９％ ⇒ １００％
（平成２９年度末 ⇒ 平成３０年度末）
【事業進捗率】
８４％ ⇒ 約９０％
（平成２９年度末 ⇒ 平成３０年度末）

H29年度（前回再評価時） H31.3月撮影 R1.8月撮影

【工事進捗状況】 ① 名古屋側から伊勢方向を望む（鈴鹿市御薗町～津市河芸町）

きたたまがきちょう のまち

② 名古屋側から伊勢方向を望む（鈴鹿市北玉垣町～同市野町）
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至 伊勢 至 伊勢
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H31.2
開通

小津町交差点

①

②

すずか みそのちょう つ かわげちょう すずか きたたまがきちょう

伊勢湾

河芸工業団地

中勢北部
サイエンスシティ

至 名古屋至 名古屋

至 伊勢

至 伊勢

暫定開通

暫定2車整備

完成4車整備

地域の主要渋滞箇所

地域の主要渋滞区間

凡例

のまち

H29年度（前回再評価時）

津西
ハイタウン

鈴鹿サーキット緑の街

杜の街
太陽の街

御薗
工業団地



３．事業費の見直しについて

・盛土材の変更、上部工の架設工法変更、調整池の構造変更 ・・・ ２５億円増

事業費増額の要因 増額

① 盛土材の変更
■盛土材として予定していた他事業等の発生土が軟弱土であったため、購入土への変更が必要となった。

１６億円

② 上部工架設方法見直し

■H28年の新名神高速道路における架設中の橋桁落下事故を受け、交差する一般道の通行止め期間を短くする

ために、クレーン架設から多軸台車による架設に変更した。 ６億円

③ 調整池の構造変更
■観測井戸調査の地下水位を根拠に調整池の設計をしていたが、地下水位の上昇が確認されたため、調整池の

構造を地下水圧に対応した「現場打ちU型擁壁」に変更した。
３億円

－ ４ －

■事業費増加の要因



な ご や かんじょう

３．事業費の見直しについて

① 盛土材の変更 ・・・ １６億円

－ ５ －

■盛土施工範囲■他事業の発生土箇所

■他事業の発生土[軟弱土] ■購入土［良質土］

■盛土の適用条件

コーン指数（kN/m2）

砂質土・粘性土 400以上

※道路土工盛土工指針（日本道路協会）より

当初計画

（他事業（民間））

コーン指数
269kN/m2≦400kN/m2

至
名
古
屋

至
伊
勢

コーン指数
269kN/m2≦400kN/m2

至

伊
勢

至
名
古
屋

盛土施工範囲 約2．5ｋm

※交差点部等の延長を除く

Ａ－Ａ断面

盛土（127m2）

■盛土施工にあたっては、隣接する他事業（民間事業）の発生土を受け入れる計画としていた。
■他事業の発生土が軟弱土であり、盛土の適用条件に合わないため受け入れが困難となり、購入土への変更が必要となった。

必要盛土量 盛土材料費 備 考

当初計画 31.5万m3 ― 他事業にて搬入

今回変更 31.5万m3 15.8億円 購入土

開通済み 未開通



② 上部工架設方法見直し・・・ ６億円

３．事業費の見直しについて

－ ６ －

■当初、交差点部の上部工は、橋桁の両端をベントにて仮受けした状態でクレーン架設する計画としていた。

■しかし、H28年の新名神高速道路における架設中の橋桁落下事故を受け、桁の連結・橋脚上の固定（ボルト接合）までの間、

交差する一般道を通行止めしなければならず、その間約17日間、国道23号を通行止めとする必要が生じた。

■国道23号を17日間通行止めにした場合、地域への影響が大きいため、規制日数が短くなる施工方法へ見直しを行うこととし、

クレーン架設からロングスパンでの一括架設が可能である 多軸台車による架設に変更した。

（R1.5月）

＜参考＞
新名神高速道路 橋桁落下事故

H28年4月22日国道176号、有馬川交差部の桁降下
作業準備中に、橋桁（約120m、約1,350t）が落下、
作業員10名が死傷（死者2名、負傷者8名）

架設工法の変更

当初（0.7億円/2箇所）

変更（6.5億円/2箇所）

クレーン架設
２００tクレーンにて仮受けのベント

に架設

多軸式台車の使用
多軸式台車にてロングスパンの桁

を運搬・一括架設
※一括架設の夜間のみ通行規制

クレーンで仮受けのベントに架設

多軸式台車による架設

上り線 下り線
交差する一般道

ベントで仮受けして
ボルト接合

200t
クレーン

多軸台車

規制時間を短くするため、
多軸式台車による一括架設に変更

至 伊勢

中勢道路 至
名
古
屋

至
伊
勢

最大支間長：75.0m

北玉垣高架橋

上り線 下り線
交差する一般道

◆北玉垣町交差点平面図

※ベントによる仮受けが不要

通行止め期間：１７日（北玉垣町交差点）

ベント設置・撤去 １２日

架設 ２日（夜間） ※

ボルト接合 ３日

※橋桁落下事故前に予定していた通行止め

通行止め期間：１日（北玉垣町交差点）
ベント設置・撤去 ０日
架設 １日（夜間）
ボルト接合 ０日

ベント



な ご や かんじょう

３．事業費の見直しについて

③ 調整池の構造変更 ・・・ ３億円

■H15以降断続的に観測している観測井戸調査の地下水位を根拠とし、H21に調整池の設計を実施した。
■H25以降、地下水位が上昇した状態で安定していることが確認されたため、H30に調整池の設計を行い、地下水圧による底版

コンクリートの浮き上がり対策が可能な「現場打ちU型擁壁」に変更した。

【当初計画 もたれ式擁壁】

－ ７ －

【変更後 現場打ちU型擁壁】

当 初 変 更 工事費（増額）

調整池
もたれ式擁壁

１.４億円
U型擁壁
４.８億円

３.４億円

▼地下水位 6.5ｍ

もたれ式擁壁 底版ｺﾝｸﾘｰﾄ（ｔ＝200ｍｍ）

現場打ちU型擁壁

▼地下水位 9.1ｍ

もたれ式擁壁

地下水圧

至

名
古
屋

至

伊
勢

地下水圧
■調整池の整備イメージ

観測井戸（H15～定期観測）

■観測井戸の水位

調整池
626.9m2

H25以降は水位が安定

約2.5m程地下水位が上昇

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

～
～

※地下水の上昇約＋1.56mまで安定する安全率にて設計している

9.1m9.1m

6.5m

▼地表高 10.7m



－ ８ －

４．県・政令市への意見聴取結果

５．対応方針（原案）

■一般国道２３号中勢道路の事業を継続する。

■三重県の意見
対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。
本事業は、国道23号の交通渋滞緩和や災害時の復旧・支援ルートの確保、さらには、地域産業の支援を図るため

の重要なバイパス事業です。今後も引き続き、本県と十分な調整をしていただき、早期全線完成に向け事業の強力
な推進をお願いいたします。
また、鈴鹿市北玉垣町～鈴鹿市野町間の早期の開通見通しを明らかにすると共に、既供用区間の渋滞対策の推進

もお願いいたします。


